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人間は社会的な存在であり，

団のなかで成長する存在であるととらえている。

には地区に基づく

地域との関わりが難しいという実態がある。

に「ひと。もの・ことJに出会い p さまざまな

また，この状況は，地域のなかで自分がどれだ

かにつし lて考えにくくしている可能性も考えられる。「社会力Jを「自

において，人とつながり，よりよい社会を築いていこうとする力jととらえる

的lこ自分が住む地域でさまざ、まな体験や経験ができる機会が少なくなっていることは，

いいことだろう。

発達段階を考えでも地域の一員としての役割を見つけていくことも大切だがe

でいくことも大切であろう。もちろん，学校と地域とでは？構成人員や質には

いがある。 LかL，どちらの活動も自発的 m 自治的であるべきことに変わりはないし耐学校で経験した

関わり方が地域7 社会ヘと広がることを願ゥている。また，所属する集団がどのような単位のものであ

ろうと，相手や｛中聞を思いやりヲ集団の一員としての役割を果rたしていくことが大切で、ある。

この学び、を学校教育の中で中Jしとなって支えているのがジ特別活動である。わたしたちはこの特別活

動によって，友だちゃ家族という集団で培われた望ましい人間関係を，学校で繰り返し行われる活動へ

とつなげ，学級から学年？そしてそれぞれの所属する幼稚園＠小学校 c 中学校で十分に高め合し）ながら弔

問属学校間全体へ広げていける子どもたちの自発的 s 自治的な姿をめざしている。そして， 11年間

びを通して次のような姿となることをめざすこととした。
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「友だち旬、族，社会の方々 な日ご才もに対しても適切にカ
員として学級＇， :cir,庁j嵩学校箇，さらに附属学校菌全体，そして社会！こまでも広げてよりより生活づくりに参画い諮問題を解決する｜
ために話し合ったり？能動的なアイディアを出し合ったりしようとする陸主的P 実践的な態度や健全な生活態度か育っている姿コ ｜ 

11年間で取り組むし，について笥次に示す『6つの力J

これらの力を計画的に vつけ，のばしていくこと

また，特別活動で育成する

さまざまな活動を通して， てきた。

I イメージブJ-- 活動内容ヲ手Ji聞について見通しをも

｜ 実践カ…計画に沿って活動し，成し遂げることができる。

I 創 造 力…自分なりの考えをもち，析しいものをづくりあげることができる。

｜ 葦在力・・白分の仕事をやりとげることができる。

I 受容力＠友だちの考えのよさに気づき，認めることができる。

ることに喜びを感じることができる。
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には3 例えば運動会団体育会など各校国で別々に行ってはいても，共通した行事がある。

らの行事については別々に計画が立案され共有されていないためラ例えば運動会＠体育会に向かう

と小学 6年とで，つけたい力のつながりが暖昧なまま立案されていた。しかしフこれらの行事を通

して匂どんな力をつけようと考えているのかを共有化し，互いに共通理解しながら計画を立てていくこ

とが一つの流れのなかで子どもを育てることになるだろう。学校種を超えて9 前の学年でどこまでの姿

をめざしていたのかを理解することが，「6つの力Jをつけていくことにつながると考える。

保育⑩生活＠総合とのかかわり

今［fr］，こうして道徳的心情との関わりで特別活動のあり方を見つめた。こうすることにより，特別活

動の役割や活動計画のあり方を改めて整理することができた。しかし課題への追求方法や，地域との

つながりの薄さから，特別活動だけでは育てられない点も見えてきた。今後は3 地域に積極的に出かけヲ

そこで見つけた課題を追求する保育・生活⑨総合領域とのつながりについてもラ模索してしベ必要があ

るだろう。
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＠ブロック務行期におけるスタートプログラム

一般的にスタートプログラムは，幼稚園から小学校に？小学校から

意されている。その点についてはq 教育研究ブロックの設定により

しかし，ブロックの移行期（小学 2年→小学 3年フ小学5

までの取り組みを見直す中でわかった。例えば＇ ;J ＼学2年における

的に行われているがヲ小学 3年以上になると子どもたちによる白発的，自

てしぺ。この境目に忘る小学3年の中心になる活動とし

畳一が変わるブロック移行期のスタートプログラムに相当するものだろう。

以降の宿泊行事や委員会活動などにつながってほしいと願っている。

のようなつなぎをつくることが学びの充実につながるかを考えることの大切さ

③めざす姿の実現に向iゴ

l 

としこうして検討してきたことは，来年度から。実施＠検証に移していく。子どもたち

て生活づくりに参画していくために必要となる社会力の育成をめざしフ実践に同かいたい。

（文責和田

ち〔表 1〕特別活動で育てたい力

り

①各学年における中心となる活動の選定

特別活動の内容は多岐にわたっており，

ことは難しL、。これまでの取り組みを＼ふりかえると q

学級で、の話合い活動について， 21年度には係活動につい

している。そこで今年度一は． これまでの視点をより広げていき，

の行事おけるめざす姿を整理することにした。

そこでヲまずそれぞれの学校園や学年でどのような活動をして

いるのかを洗し1出した。この結果をまとめたものが「〔表2〕附

属学校闘で取り組んでいる主な行事Jで忘る。その｛丸各活動に

おいてどんなすiが音っているのかや，特別活動で育てたい力

持ちを視点に7 各学年で中心となる活動

れまで笠理してきた

ることで咽特別活動全体を栂野にした

この取り組みの結果D 各学年の中心となる

した活動と道穂の指導重点目標的照合
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り明確にできるよ行にしたo また，こうすることで子どもの心の動きをとらえられるようになり 9 道徳

との関連性も明らかにできるよフにしたo 特に？本学校園の道徳領域部会では「思いやりを中心とし i~
請徳教育のあり方」について71負討を重ねており，そこで掲げている重点目標と活動の関わりをこのよっ

ーらし合わせることによってヲ道憶で培う道徳的実践力と特別活動の実践の場がつな

位置づけられるようにした。

喧）~~i；；：；；；·；；「 J 主ムに教育研究ブ、ロ：ノクごとに取り組んで、きたo そのため 9 各研究ブロソクの中で
一理できても11年間という全体を見通してどのような成長が見られ，めざす姿にせまることができる

段階をつくり上げていることができているかの検討何ト分目つ了：～ 的

そこで，作成した活動計画案を持ち寄り，全ブロックの特別l活動旬以訪日員叶尖討乞加えたo 他のフロッ

クの活動計画案を知ることでヲ活動計画案の妥当性や課題を明らかにできるようにしたo また？

には活動計画案を再度各研究フ、、ロックに持ち帰るようにしヲ活動計画案の修正を図った。
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各学年の中心となる活動の計画案

4三L 年間計百（活指｛昨年遠足）

特同てた竺よ主主主一実践力 創造力 引ージカ 受容力 仲間力］
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・「ペア白子／Ji反れたら、荷l切をf与ってあげよう

かむ」「子りから；平札ないようにしっかりリード L
CいくぞJ/J.とといった、 j目手壬店、いやろうと

3 学校に向けて出発可 φ
D 

4 ;i;ri;11デモで！ 日早Jにペン 1・5年生に「ありがとっJ附 c－，てね」の気持

ノノ l三氏 V, 1 ＇＂セ込めてベンダ J トモ技そっと寸る姿。

生竺三一年活動計百（活動 話

特に育Cたい：ワ［責任力 実践刀 創造力

・｛：c//;g,IJ

20D 一

「oo，，ゃんの好さむ；立公歌います」と、；足立

円刀首長ぷょっにと年長なりにifえな出b、政J
肋りでお祝いの立待ちを伝えてい」うとす。会

〔資料〕

一一二宅豆一 活動計 E U舌勤名

特に予言てたい）＇.J ［支任｝j 実践力 創造力 イメージ力
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育上皇を意識して行到する姿。
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叫，，fJJjとの交流を涼められるように行却すとfτ
＠「お弁当はクoループで丸くだ〉て食パょう」＝

どといった、ゲルーフリの治日力を高めていこう
と－9-3姿。
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活動計画（活動名 あたたかな人間関係をはにくむ係活動 ) 

実践刀 創造カ ィメ h ジ刀 受諾1力

5 ふりかえり

（表 2〕附属学校闘で取り組んでいる主な行事
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「思いやりをもち9 集団の一員であることを自覚し

b 一、
乞直えで；ちろう「白

L白宝唾ヨ王~
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素直に

教育研究ブロックごとに，

教育研究ブロックごとに

宅コ

年活動計画［舌勤名 臨海学校 j

実践力 創造カ ペメージ力 受容力
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A

C

 

それぞれの研究領域ごとに

研究領域主任者会を開きヲそ

「つむく、、」ための素案をつぐ
れぞれの領域の関連性を中心に検討することによって

ることを試み

もちろん，

活動計画〔活動名 運動会）

聞がージカ（三忌必晶、）］
同店t予怨される子どもの安 I eι  

・l年生や3年生も含めた色の決定により！クラ ご
スや学年を也λての？協力体制や所属！出を高め｜
ょうとする。 I 

く保育。生活 φ 総合），

「巡回J会を成功させたい」と，刷う 3年生の思｜ C 
いに触れる中で。運動会への言説や組への所属lA 

感か高まる。また， I来年！点目分たちが最高学｜
半lといフ侃J白

干百1量o1i<JiこJ'!lfiJ会iこ1：司わろうと寸る。

中学 2 年

特に育て7引にJ ［責任力 実践刀

活到の凶Lれ
・色択め抽r主主

・色別比、長iti'a'

〈特別活動yが本来もっているねらいを曲げてはいりなく道徳〉，

いことはいうまでもなし＇ o

規

C 学年記Hの/aii習を通じてす々ラスの団請が高ま
令。

・仲間とともにむか王た逆立司会を裂しむとともに，
l出l貯をこえた感ご＇）1や達成感rと味わう。

4ヘム出勤会的経！I，をサ今役日正活に立刀注そうとする
だけでなしょ：，re.一位に向けての意欲が両ま令。

。ふりかえり

1/iCVJのiirm 子出される子とらの姿 追悼との
か／J>o:)i)

・色決めi山選会 • 2年引や日司生も合めに色の決定により クラ C 

スや学年を超λての1 協力i木市］や所属！ccを高め
」うとするのまた，巾宇Cむ/J、える初めての泣
u功会への［メ シ壱ム、ヘらませる。

。色別見、反続寄 「逆日j会そ成功させたし、」と 闘う 3半生白出 C 
いに触れ匂中で， ill岳j会への岳識やl出＼の所属

る。

・学E下i主目組l習 噌学司佳日のc)／！習をi困じて，々ラスの閉端が高ま C 

旬。

•ii豆到会主1 「l ・仲間とともにむかえたi宝刀j会を楽しむとともに B 

,m敗をこえた感動ゃ達h!lc＼を防ねつ。

。より））＇えり ・運動：さの泣設を？今一段のと主ii'iに止かそっと可る ハL

だけでむ〈 来年反に向けてのな欲h！両まるO

活動計画〔活動名運動会〕

創造力 引ージヵ逗忌壬長］

中学 I 年

特に育てたい力［責任力 実践力

2 社会力の育成！こ向はでの研究鵠域ごと

道徳部会ご、はり く店生活 e 総合〉とく特別活動〉の活動でも9 「民いやりの心Jを視点にあてる

ため，昨年度のぞ引擦を見直したo その結果ヲまず，重点目標であった「健康や安全に気をつげ
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